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昭 和 30年 7 月 2 8日

大
野自

、福

七

月
二
十
一
一
一
自

本
町
と
旭
村
一
部
(
旧
友
海
村
)

の
編
入
合
併
は
去
る
五
月
二
十
四

日
第
一
間
協
議
舎
を
聞
い
て
以
来

前
後
四
回
に
わ
た
り
慎
重
協
議
の

結
果
、
-
総
て
の
協
議
事
項
が
円
満

に
成
立
決
比
し
ま
し
た
の
で
、
県

知
事
に
境
界
捷
挺
勧
告
の
申
請
を

行
い
ま
し
た
蕗
、
去
る
十
四
日
知

事
の
勧
脅
が
あ
り
ま
し
た
。

ょ
う
て
十
五
日
午
前
八
時
急
施
町

議
会
を
開
き
、
旭
村
一
部
分
村
合

併
議
案
を
上
提
、
万
場
一
致
と
れ

を
可
決
し
て
、
直
ち
に
県
に
申
請

即
日
知
事
の
専
決
慮
分
に
よ
る
認

可
在
得
ま
し
た
。

と
L

に
旭
村
一
部
(
旧
一
反
海
村
)

と
の
合
併
に
関
す
る
一
切
の
手
蹟

き
乞
完
了
し
て
、
七
月
二
十
三
日

め
で
た
く
実
施
さ
れ
る
と
と

L
な

り
ま
し
た
。

宮
施
賞
日
七
月
二
十
三
日
に
は
、

午
前
十
一
時
夏
、
海
小
同
学
校
に
岡
町

村
闘
係
者
百
五
十
名
が
参
集
し
て

夏
海
地
品
編
入
の
宣
言
式
を
融
粛

に
為
行
致
し
ま
し
た
。
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神
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洗
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会
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し
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揮
然
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福
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ぎ
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る
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く
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に
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流
の
古
住
〆
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
一

一
亦
広
大
な
弓
水
間
を
擁
す
る
川
何
人
泊

一
で
も
あ
り
ま
す
Q

共
の
制
業
な
る
戸

一
風
習
は
大
洗
町
に
融
け
込
ん
で
近
f

品

代
的
漁
民
商
工
の
胡
光
都
市
を
桂
一

設
す
る
章
一
嬰
な
役
川
生
川
ぶ
す
と
と

一
に
な
る
だ
ろ
う
と
存
じ
念
ナ
。

今
後
土
地
改
良
、
良
川
出
作
製
法
は

一
文
教
施
設
の
光
町
、
洞
出
の
悶
光

開
発
等
K

逐
次
施
策
を
具
体
化
し

一
て
行
き
た
い
と
念
州
制
し
て
ゐ
り
ま

一
す
が
、
何
卒
格
段
の
御
協
力
を
御

一
願
申
上
げ
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す

大
洗
町
と
旭
村
の
一
部
つ
ま
り
佃
一
果
に
他
な
ら
な
い
も
の
と
存
じ
ま
一
磯
浜
、
大
賞
、
夏
海
と
古
来
か
一

夏
海
村
の
う
ち
神
山
、
成
岡
地
区
一
す
ο

↑
ら
続
接
な
る
つ
な
が
り
を
持
つ
一
竺

と
の
合
併
は
愈
k

二
十
三
日
よ
り
一
御
承
知
の
様
に
咋
二
十
九
年
十
一
一
地
区
が
敢
に
打
っ
て
一
丸
と
な
っ
一

実
施
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
一
月
、
磯
浜
、
大
貫
の
合
併
に
よ
り
一
た
の
は
正
に
古
語
の
『
渠
成
り
て
一

分
村
合
併
は
中
k

難
し
く
各
地
で
大
洗
町
が
誕
生
し
て
か
ら
正
に
八
一
水
到
る
』
の
感
を
深
く
致
し
ま
す
一

未
解
決
の
慮
が
多
い
様
で
あ
り
ま
ヶ
月
、
一
路
新
ら
し
い
町
造
り
に
一
理
組
は
高
く
然
も
現
実
は
低
く
一

す

が

、

ー

-

拾
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全

此
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v
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町

長

加

藤

治

則

一

れ

が

一

り
五
極

jttb?可
。

一

願

し

で

一

平
和
裡
に
行
は
れ
た
わ
け
で
る

b
一
週
遜
し
て
ゐ
る
今
日
、
設
に
再
び
一
言
御
あ
い
さ
つ
乞
申
上
げ
る
次
一

ま
す
。
此
の
事
は
雨
町
村
の
住
民
一
紳
山
、
成
田
地
直
二
千
六
百
の
皆
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

で
あ
る
皆
さ
ん
の
広
い
友
愛
の
精
様
を
迎
え
益
k

大
洗
町
の
渡
良
を

一
仰
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
亦
旭
村
見
る
と
と
は
誠

κ悦
び
に
た
え
な

当
局
及
び
議
会
の
深
い
理
解
と
分
い
虞
で
あ
り
ま
す
。

村
地
区
皆
様
の
熱
願
と
に
よ
る
結
此
度
合
併
に
な
り
ま
し
た
分
村
地

{立

:iJ;a 

一一........ 

(
旧
夏
海
村
)

、・2・

宣ユ一一時

か

「冠苛:ょ一員全1主主思Jt 

---.戸‘

p 

'0' 

_._・-%~恵
一一伽一村 4 
0 ，一一え より?
子一…J 害sイ吏奇
R一一…神社
文ー-…学 4え
抱 一 … 寺 成。， ea ， :3.;也

i国

清

経佐島分 7と解 れ 改 筆 き 行 そ た り 大 住 成 め 七
済民郡村かと偏まずななのゑま洗民間で月
活 の に 地 ら 、 え っ ペ 菩 は 上 な し 町 の ( た こ
動 日 嵐 直 で 納 に た ま び れ 分 い た に 皆 市 く 十
の 常 し は あ 待 問 と と で ま 村 と と 編 さ ノ 旭 三
範生て御ると町ととあしがとと入ん沢村日
国 活 い 承 と 、 村 で は り た 極 ろ は さ の の の を
ものた知思支のる郡まとめで誠れ念一大も
昔 。 の の い 援 皆 り の す と て あ に る 願 部 字 つ
と なで よま と様 ま境。は円り御運の除神て
はがしろすが方すグf-~更満ま同びとく山と
すりたに oa.;の Q またに裡す慶にた)及 L

つやが鹿 てつ理とで特大i に 。 に な り が び に

らくで仲然とのとたるです充行で等電のか
の出し k し 存 姿 の し 生 生 か 賀 政 あ 極 信 直 り
大 発 よ 大 と じ に 意 て 活 産 ら さ は り め 電 域 趣
洗点う鑓 L まな味ゆ上、、せ位~て話をとき
町 で が な ま す つ に く い 消 質 る 民 す 密 垂Ijとを

iをあ、とで。たなとろ費際のl の Q 接使え呉
!いりとと到 と き と い 、 生 が 共 そ に 、 て に
iかまれで主義 申まがろ文活使間もな警、し
!にしがあす しし大な化を命生そてコ祭大て
:娃て目。る でて切需等基で活もて行洗綻
!誌と的まと ももで要に礎あを sl[い政町来
!経れでしと よ 木 あ を 闘 に り 向 村 た 医 と の
!営かなたも い来り充すしま上のの域は村

i ま に 途 り て 郷 奉 そ と の す 大 ぶ 圏 更 ま 農業きの設のとす
! す 念 に 拓 新 ご と仕しとーがな海とにし業とた綜をで L る

。顕遺いしにしてろ大と公洋し昭た地商い合新構にか
し 憾 て い 劉 て 町 の 観 の 閣 と て 和 の 帯 業と開時想皆ど
御な町道すかの綜光際が湖掴こでを政存型代をさ間
あきづ五こるえ進合資感生出沼十新有策じをに新ん題
い を く 一 探 り 歩 間 源 覚 れ を と 六 し す のま企即た右とだ
さ 期 り 致 い み と 発 を を た 含 そ 年 い る 上す闘応にゐと
っしの協愛な発で関新のめの大農とに Q 樹 し し 定II思
と た 火 力 情 い 展 あ 連 た で た 沿 j先 業 と 、つ立たてしい
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私くり惜ま亦諒がる耐展く今すにでの訟で き 民 し 村
はたま日IJす本を如!と亦佐 1浪後る哀、手当L長 あとのまの阿T
ま 闘 す の る 日 感 ぎ ! と 私 希 く は も 心 今 試 さ りと要し一村
たい Q 情職よ十 15ははう、友のよ日あんまをど京た部合
考 申 大禁日りるな!愛阪も両交でりのる、す行 vc'11が 11l'
へし出じ九たも会話民の町制あ、成御合がつ訴は、1Ji
まま悶J件名洗のに、諸で村菩り感果協併、たふ、大謹
すすのさの町であ愛京ーあののま謝をと力促大 κベ私洗法
o 0皆る諸へ自うら l尼とり{建情すと牧 κi箆洗過くは町に

今 様も氏蹄りやと jなま全右 o敬 めよ委町宮、只へ依
後 ょ の と 属 ま 転 日IJ別すなよ 意たる tl長な行分合つ
十 ろ が は 致 す た る れ Q るり を と も 諸 さいう村併て
年 しあ、し Q 寂 L すー護よ 表との君んのベ磁致旭

り い と 分 ま 我 配 哀 当 今 が 然 者 村 生 でもで乃
、 と 言 村 で が 祝 心 り 大 、 し の が 戸 .なあ司全

叉思つ問の旭幅よ、洗 ζ なみ小を ナて |いな大二
或うて題四村市り私町 L がが村差是 J 、 I ~さが大十
時 。 も に ケ が 上 大 は 編 に ら 知 と げ 1772 |ろち洗年一円一 大「市武 時 し ベ と 生 た 大 切 が 出 民 感 る 日 旭 み よ |事紬生後
袈 は て て い し い ・ 洗 の 施 伎 の 慨 淋 向 村 { ) じ |をに合に
翌日故過左うて 0 町感行く熱でし浅議晶子 | 時 書 併 は
官 有 言 傾 も 以 』慨さ実意あさい会町 I f言いす我

で 注 の 来 」 の を れ を と る は 我 韻 b 1 す空るが
出わはしは今 稜拾る結境情が長珠 [る併と旭
勤 た な た ‘ 日 展てにび力る旭 沼津』と村

Z宅局辰吉i225jdd浅草 ii詰吾事H
ZftZT自2要fJ芸去勢2五倉祝|×ZZ主E222t3
ikれ もに余jに 迎 結 て 洗 次 に と か 易 l I 主 り し 諸 大 を し た 。
! 対 た に 削 捕 え が 教 と に よ 村 つ に r I まて君洗普てな幸
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借期完tとる切そ敢て人群い客場調芸評が観町でがツに今
てしさを施。なれへは口潟うが全査はけ光のあ、プな年
今てす設立事にて其と束事入部陀誠その海ろ来をつも

が地はし離のす京でるでょにJ/'l.1豆水うし切た強
度つな充係施て事ーれをあと百る慌が要浴かてつ O -k

はばら質件設もで割ぱ含ると五とば年財答。今て去海
iかかばしにと観はを、めがは十、し k 源に去年海る水
のり、、;mサ光なl及やて、一万鯨い増のよふの間十浴
安で共サま l地い J依り千本寸人下。力uーる迄天注目の
さをあの Iれビとです方四時現Jg以のカしつ牧も{健在三!係シ
e:る護ピたスしあるに百、し上海もてで入なはや下 l
浜 Q展ス本でてろ:t}j:よ万柄いの)j(1孫行あはくどつのズ
のはが町あ大うはつの木とな浴のくる、本うたトン

の共k 浜の私ばす宜く人切戸は力然とと健図肴庁て衛
!販のやのパはなる伝事ーでな中がしは集所つ視放行生
い当つ施ン柱ら ~l もは人あ大ノ々なと今回のて所持くをど
は時た設フ時なをーよ熱る K雑けう年停指海遊損と護
絡に事強レ青い私のり;ながししれし皮染噂上 11'唱とと点
段比をと化ツ年 01'念事大を以ていぱた最病陀の舶濯に的
でべ想をト運 は故切以上3白てと効事大をよ安等絡しに
あれひ闘を勘 銘 tζ でての停思来はの未つ金のした計
るば/:Iiつ作で 記よる 震様すうを関自然てを整、。1到
。主主さたう)逗 しつる行なる目。上係慨に、確備看海し

れりた期 なて Q し点司王 げ者で防食保強硯上突
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